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多久市郷土資料館ミニ企画展多久市郷土資料館ミニ企画展

　“自分たちのできる範囲で”を合言葉に、平成 6年の設立
から現在まで17年間にわたり、自家栽培した青大豆と県内
産米麦こうじにこだわった安心安全で美味しい「手づくり
味噌」の製造販売活動をしています。会員は現在17人。手
づくり味噌は、自家消費や直売所での販売のほか、多久市
学校給食センターでも使われています。 
　学校給食への提供を契機に小中学校で、青大豆栽培と味
噌づくりの体験活動の指導や交流活動が始まりました。学
校や生産者、地域が連携した地産地消と食農教育の輪の拡
大を図っています。    
　この活動が評価されて、平成23年度佐賀県農業賞「組織 ･
集団の部」で優秀賞（佐賀県主催）に輝きました。会長の相知
さんは、「ここまで活動ができているのは、みなさんの協力
のおかげです。感謝の気持ちでいっぱいです。今後も頑張っ
て味噌づくりをしていきたい」と笑顔で語られました。 
　この美味しい手作り味噌は、直売所の「たくさん館」、「幡
船の里」で購入できます。 

　佐賀県重要文化財・多久家資料には、多久家歴代領主
たちの肖像が残されています。
　多久領の祖龍造寺長信から11代多久茂

しげつぐ

族までが勢ぞろ
いしており、衣装も直

のうし

衣・祭官服・僧衣であったり、描
き方も写実的だったりデフォルメされていたりとさまざ
まです。4代茂文を描いたのは多久聖廟天井の「蟠龍」
で知られる御厨夏園、8代茂

しげのり

孝、9 代茂
しげちか

鄰を描いたのは
東原庠舎や藩校弘道館の教官をつとめ、学者・文人とし
て著名だった草場佩

はいせん

川です。
　しかし、 5代茂村の肖像画だけが欠けています。茂村
は小城鍋島家より養子となって多久領の領主となります

が、兄が死去したため
実家に戻り、 6代小城
鍋島藩主鍋島直英とな
りました。このため、
多久には 5代領主の肖
像画が残っていないの
です。

　　　▼お揃いのエプロンで、ますます頑張るメンバー

問 相知幸子さん　☎76－3621

自家栽培青大豆による味噌の製造販売！
平成23年度佐賀県農業賞で優秀賞
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎75－3002

●連載11● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

『多久の殿様展』

多久の殿様展
会場 / 多久市郷土資料館 3号展示室
会期 / 2 月 3 日㈮～ 3月31日㈯
開館時間 / 9 時～16時　入館 / 無料
休館日 / 月曜日（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）

▲多久領の祖 龍造寺長信


